
出 目 一 区 八十島 治郎 支 部 長 蒲 生 弘 之

出 目 二 区 二 宮 渉 副 支 部 長 髙 田 展 明

興 野 々 高 田 健 作 事 務 局 節 安 武 美

岩 谷 中 平 雄 三 女 性 部 長 渡邊 美佐子

上 川 松 岡 島 夫 体 育 部 長 山 下 展 輝

小 西 野 々 佐 久 間 優 監 事 岡 本 嘉 史

小 倉 芝 敦 司 監 事 赤 松 研 二

出 目 一 １ 渡 辺 輝 彦 委 員 長 芝 敦 司

出 目 一 ２ 堀 江 健 司 副 委 員 長 竹 場 恭 介

出 目 一 ３ 山 本 章 一 委 員 蒲 生 弘 之

出 目 一 ４ 水 野 貴 匡 委 員 松 本 智 昭

出 目 一 ５ 中 西 義 信 委 員 山 本 庸

出 目 一 峠 松 岡 利 和 委 員 山 下 里 美

出 目 一 中 島 善家 由美子

出 目 二 新 田 岩本 益太郎 会 長 山 本 庸

出目二谷喜来 松 岡 泰 史 副 会 長 平 野 邦 彦

興 野 々 芳 菊 地 昭 夫 委 員 熊 谷 昭 博 支 部 長 宮 本 泰 伸

興 野 々 寺 井 上 治 委 員 松 浦 智 副 支 部 長 奥 藤 光 明

興 野 々 中 髙 橋 哲 生 委 員 小 川 泉 会 計 山 下 展 輝

興 野 々 東 今城 喜久生 委 員 渡 邊 嘉 則 女 性 部 長 渡邊 ヒ トミ

岩 谷 上 山 下 悦 郎 委 員 竹 場 敬 一 部 落 理 事 高 田 悦 夫

岩 谷 下 中 平 雄 三 委 員 芝 修 次 部 落 理 事 奥 藤 高 志

上 川 市 ヶ 成 阿 部 和 行 委 員 船 田 悦 子 部 落 理 事 髙 橋 生 司

上 川 本 村 新 家 邦 彦 主任児童委員 布 博 文 部 落 理 事 船 田 和 隆

上 川 豊 永 堀 昌 彦 部 落 理 事 山 本 庸

小 西 野 々 上 山 口 純 夫 泉 地 区 会 長 山 本 庸 部 落 理 事 谷 口 泰 彦

小 西 野 々 下 竹場 まちこ 出 目 本 村 組 井 関 勝 安 部 落 理 事 長 尾 慶 太

小 倉 川 崎 森本 三津子 峠 毛 利 悠 平 部 落 理 事 山 下 雅 彦

小 倉 町 １ 橋 本 彰 夫 中 島 善家 由美子 部 落 理 事 増 田 正 孝

小 倉 町 ２ 芝 延 欣 出 目 二 区 岩本 益太郎 女 性 部 理 事 森岡 江美子

小 倉 上 住 岡 則 正 興 野 々 善 家 郁 郎 女 性 部 理 事 髙田 みゆき

小 倉 下 住 長 山 新 一 岩 谷 山 下 悦 郎 女 性 部 理 事 髙橋 みどり

小 倉 宮 口 都 能 博 子 上 川 山 下 展 輝 女 性 部 理 事 山 本 明 美

小 倉 宮 奥 東 春 人 小 西 野 々 兵 頭 健 生 女 性 部 理 事 新 倉 和 代

小 倉 高 内 健 治 女 性 部 理 事 堀 江 彩

自 治 会 長 芝 敦 司 女 性 部 理 事 芝 ス ミ 子

副 会 長 二 宮 渉 委 員 松 浦 智

監 事 松 岡 泰 史 委 員 渡 邊 邦 夫 指 導 員 毛 利 甲 子

監 事 山 下 悦 郎 委 員 芝 延 欣 指 導 員 高 田 時 彦

鬼北町交通安全指導員

鬼北町環境保全推進委員

交 通 安 全 協 会 泉 支 部

区　　　　　長

組　　　　　長

自 治 会 役 員

老 人 ク ラ ブ 泉 支 部

公 民 館 運 営 審 議 会

鬼 北 町 民 生 児 童 委 員

泉地区自主防災連絡協議会

１
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令
和
７
年
度
役
員
決
定

令
和
７
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
泉
地
区
組
織
で
あ
る
自

治
会
・老
人
ク
ラ
ブ
等
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
部
落
の
区
長
・組
長
等
も
決
ま
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

（敬
称
略
）

泉
自
治
会
・公
民
館
活
動
等
に

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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泉
公
民
館
管
理
人

宮
崎

清
楓

（泉
小
学
校
よ
り
異
動
）

泉
小
学
校
新
任
職
員

２

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
泉
公
民
館
職
員
及
び
、

泉
小
学
校
職
員
の
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

泉
公
民
館

泉
公
民
館
職
員

館
長髙

橋

哲
生

主
事谷

岡

真
美

管
理
人

宮
崎

清
楓

た
か
の
す
学
級
開
講

令
和
７
年
４
月
19
日
（土
）た
か
の
す
学
級
「開
講
式
」及

び
、
「ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
日
は
多
数
の
学
級
生
の
別
の
予
定
と
重

な
っ
て
し
ま
い
、
急
遽
、
た
か
の
す
学
級
卒
業
生
の
皆
さ

ん
を
招
集
。
快
く
集
ま
っ
て
く
れ
た
み
ん
な
で
ス
ト
ー
ン

ア
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

講
師
に
お
招
き
し
た
日
吉
地
区
の
城
平
正
文
氏
と
城
平

美
和
子
氏
の
ご
指
導
の
も
と
、
児
童
た
ち
は
自
由
な
発
想

で
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
石
に
絵
を
描
き
、
自
分
だ
け
の

ア
ー
ト
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
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泉
小
学
校
教
頭

増
田

典
嗣

（宇
和
島
市
立
立
間
小
学
校
よ
り
異
動
）

泉
小
学
校
教
諭

寺
岡

紗
弥
香

（鬼
北
町
立
近
永
小
学
校
よ
り
異
動
）

泉
小
学
校
校
務
員

清
家

幸
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ふ
れ
あ
い
農
園
事
業

令
和
７
年
度
、
「ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
11
年
か
ら
続
く
泉
公
民
館
伝
統
の
行
事
。
今
年
度
も

児
童
た
ち
と
米
作
り
を
通
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
ご
協
力
い
た
だ
く
老
人
ク
ラ
ブ
泉
支
部
の

皆
さ
ん
、
農
業
公
社
、
地
域
有
志
の
皆
さ
ん
、
今
年
度
も
お

い
し
い
お
米
が
と
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
田
ん
ぼ
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。

４月16日（水）

播種・箱苗つくり

４月24日（木）

トンネルつくり

５月13日（火）

田植え

先生の説明を真剣に聞きます。

館長から正しい水やりの講義。 種もみを満遍なく蒔きます。
いい感じ！

16日に種を蒔いた苗が
芽を出していました。

みんなで苗のお家を作って
生育を促します。

いよいよシートを被せていきます。トンネル前の水分補給。

さわやかな風が心地よい、よく
晴れた日に田植えを行うことが
できました。泉小学校児童全員
で一列になり、息を合わせて植
えていきます。
ぬるぬる？ひんやり？どんな感
触だったかな。大人になっても
みんなで田植えをしたことを覚
えていてほしいなと思いました。
そして、今年度も無事に田植え
が終わりほっと胸をなでおろし
ているところです。

上手に植えています👏
今年ももち米を農業公社に植えていただきました。
事前の畔塗から代掻きまでご協力いただき、

本当に感謝です。

みんなで記念写真📷

「はい、こだいまい～～✌」
きれいな一列です。



東
京
湾
臨
海
署
刑
事
組
対
課
強
行
犯
第
一

係
、
通
称
・安
積
班
の
メ
ン
バ
ー
須
田
巡
査
部

長
が
、
臨
海
署
管
内
に
あ
る
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
ス

タ
ー
か
ら
、
ミ
カ
ジ
メ
料
を
要
求
さ
れ
た
と
相

談
を
受
け
た
。
安
積
と
須
田
は
暴
力
犯
係
の
真

島
係
長
に
相
談
し
、
見
回
り
を
強
化
し
て
も
ら

う
こ
と
に
。
一
方
、
管
内
で
立
て
続
け
に
傷
害

事
件
が
発
生
す
る
。
湾
岸
エ
リ
ア
が
物
騒
な
空

気
に
包
ま
れ
る
中
、
交
機
隊
の
隊
員
が
、
速
水

小
隊
長
の
様
子
が
お
か
し
い
と
安
積
に
相
談
に

き
た
。
心
配
に
思
う
安
積
の
も
と
に
、
速
水
が

救
急
搬
送
さ
れ
た
と
の
連
絡
が
入
っ
て…

…

。

次
々
と
起
こ
る
傷
害
事
件
。
そ
の
目
的
は
何

な
の
か
。
市
民
と
、
信
じ
る
正
義
を
守
る
た
め
、

臨
海
署
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
、
安
積
た
ち
は

か
つ
て
な
い
戦
い
に
挑
ん
で
い
く
！

４

北
九
州
市
の
高
蔵
山
で
一
部
が
白
骨
し

た
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
地
元
の
タ
ウ
ン
誌

で
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
働
く
飯
塚
み
ち
る
は
、

元
上
司
で
週
刊
誌
編
集
者
の
堂
本
宗
次
郎

の
連
絡
で
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
。

遺
体
と
一
緒
に
花
束
ら
し
き
も
の
が
埋
め

ら
れ
て
お
り
、
死
因
は
原
因
不
明
だ
が
大
き

な
外
傷
は
な
か
っ
た
。
警
察
は
、
遺
体
を
埋

葬
す
る
お
金
の
な
い
も
の
が
埋
め
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

遺
体
の
衣
類
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
は
、
メ

モ
が
入
っ
て
い
た
。
部
分
的
に
読
め
る
そ
の

紙
に
は
「
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
ね
、
み
ち

る
」と
書
か
れ
て
い
た
。

自
分
と
同
じ
「み
ち
る
」と
い
う
名
前
、
中

学
生
の
こ
ろ
か
ら
憧
れ
、
頑
張
り
続
け
た
記

者
の
仕
事
。
全
て
か
ら
逃
げ
た
ま
ま
で
い
い

の
か
。
み
ち
る
は
こ
の
事
件
の
真
相
を
追
う

こ
と
に
決
め
た
ー
ー
。

精
魂
込
め
て
作
り
上
げ
た
新
規
事

業
が
、
親
会
社
に
潰
さ
れ
た
。
理
由

は
リ
ス
ク
回
避
。

怒
り
を
爆
発
さ
せ
た
３
年
目
の
社

員
、
高
宮
麻
綾
は
社
内
外
を
駆
け
ず

り
回
り
、
「
リ
ス
ク
」
の
調
査
に
乗
り

出
す
。

忖
度
、
義
理
、
出
世
・・・そ
れ
っ
て

昭
和
の
話
？
い
え
い
え
、
い
つ
の
時

代
も
会
社
は
や
や
こ
し
く
っ
て
面
白

い
！今

日
の
味
方
は
明
日
の
敵
。
め
く
る

め
く
令
和
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
小
説
が

爆
誕
。

最
愛
の
弟
が
急
死
し
た
。
姉
の
野
宮
薫
子
は

遺
志
に
従
い
弟
の
元
恋
人
・小
野
寺
せ
つ
な
と

会
う
こ
と
に
な
る
。
無
愛
想
な
せ
つ
な
に
憤
る

薫
子
だ
っ
た
が
、
疲
労
が
た
た
り
そ
の
場
で
倒

れ
て
し
ま
い
ー
ー
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。
二
人
の
「家
事

代
行
」が
出
会
う
人
び
と
の
暮
ら
し
を
整
え
、
そ

し
て
心
を
救
っ
て
い
く
。

「高宮麻綾の引継書」
城戸川りょう

「月とアマリリス」
町田そのこ

「天狼」
今野 敏

「カフネ」
阿部 暁子

新
刊紹

介

本
の
リ
ク
エ
ス
ト

お
待
ち
し
て
ま
す
♪

６月・７月行事予定
※あくまで予定ですので、急遽変更の場合があります。

６ 月 ７ 月

５日 泉自治会文化部会 ３日
第２回泉地区納涼盆踊り大会
実行委員会

７日
ふれあい体験学級
「交流クロッケー教室」

６日 広見川等統一清掃日

18日
第１回泉地区納涼盆踊り大会
実行委員会

９日 老人クラブ泉支部クロッケー大会

23日 区長・組長会
25日、
26日 たかのす学級「防災キャンプ」

記後集編
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無事に主事２年目となりま

した。
管理人時代も含めると、泉公
民館勤続７年目のスタートで
す。
今年は泉公民館下のサクラ
ンボが今まで見たことないほ
ど大豊作で、７年いてもまだ
初めて見る景色があるんだ
なぁ。と感心しました。
今年の泉公民館事業もサク
ランボに負けず、実りの多い
一年となるよう頑張ります。
皆様、どうぞよろしくお願い
いたします。 谷


